
















学び（いわゆる「アクティブ・ラーニング」 ） 」 （注３）の意義が示されている。民主社会の世論形成に大きく関わる新聞の特性を生かすことによって、新聞を活用した学習指導は、社会・世界に目を向けさせ、課題の発見・解決に向けて、思考・判断・表現が発揮される主体的・協働的な学び（ 「アクティブ の場として、有効に機能 る 考える。　
ノートルダム清心女子大学文学部日本語日本文学科の教職課程履



























































































とばを使って、どのように表現しているか、いろいろな角度から比べ、説明のむずかしいような小さな意味の違いや語感の違いについて考えていく。そのうえで、グループごとに取り上げる表現を決めて話し合い 発表し合い レポート まとめ くというも である。　
学習者はそれぞれ興味をかきたてられた表現を取り上げ、主体的




くらべ」に学び、新聞を活用した学習指導 つ 、学習者 優劣を感じさせず、学習者一人一人が主体的に学習に取り組んでいくことを可能にする有効な学習であると受け め、新聞を活用した学習指導に関心を持って 国語科教育について学びを進め いった　　　
二
　「日本語表現法Ⅰ」における新聞スクラップブックの作成











































本単元では、 佐藤和之『やさしい日本語』 （ 『国語２』光村図書）
を扱う。この学習材は 序論・本論・結論と う段落構成が分か
































































































































































































しい日本語」 （ 『国語２』光村図書）は、社会言語学者の佐藤和之氏が「相手が情報を理解し、活用できて初めて『情報が伝わった』といえるのではないだろうか。 」と説き、読者である中学生が「やさしい日本語」とはどのような表現であるかということについて考えを深めることが きる文章である　
Ｎ・Ｔさんは、教科書の学習材を起点に、文章に表れているもの


























































































































































































印をつけたことばに対して、 「私の言い換え辞典」と名付けたワークシートを準備して、自分で考えた言い換えや国語辞典で調べた意味を元にして言い換えた表現を準備し、 「彩っている」を「鮮やかな色で人をひき ている」のように、新聞記事をＡＬＴの先生に分かるように要約し、 記事を書き換えさせている。 「爆買い」を「激しく買う」 、 「奮闘」を「努力 と言い換えた点につ は、妥当であるかどうかの検討が必要であると思われるが、学習のてびきを準備して、具体的に学習のモデル 示すこと よっ 学習者が主体的に学習に取り組んでいくことが き よう工夫されている。　
こうしたモデルを示したうえで、Ｎ・Ｔさんは、準備した４種類


































































































































































































































は、前時までの学習プリントによって、筆者の主張が整理されている。読み手を意識して使うことばを選ぶことの重要性が確認され、本時の学習課題「ＡＬＴの先生が読んで分かるように記事を書き換えよう」につながっていった。学習のてびき（資料３）が配付されるとともに、プロジェクターで提示され、ＡＬＴの先生にとってむずかしいと予想されることばを選ぶ学習のモデルが示された。選んだことばの言い換え いては、 「私 言い換え辞典」 （資料４）によって、自分で考えた言い換えや国語辞典を活用した言い換えの例が示された。そ 上で、新聞記事全体をＡＬＴの先生が読んで分かるように書き換えたモデル（資料５）が提示され いる。　
ペアで学習活動を確認した後、担当する新聞記事を受け取り、教
科書や学習のてび を参考にしながら、学習者一人一人が実際にＡ
































書き換えさせるという内容は、中学校２年生にも合っているし、新聞・ニュースに触れることができるので、生徒自身の勉強にもなるため、よい内容だ」 、 「目標に沿った授業の流れで、内容も生徒が興味を持って取り組むことのできる題材であり、ＮＩＥを取 入れたよい内容だった」と肯定的な記述がなされていた。研究協議におても、新聞を活用して主体的な単元を構想しているということ 対して高い評価がなされた。指導助言では、学習の びきに改善が必要であることを指摘したうえで、学習者の主体的な学びを実現するために、新聞を活用した単元を構想し、模擬授業に挑戦したＮ・Ｔさんの意欲と単元構想力を高く評価した。研究協議 コメントカードの記述から Ｎ・Ｔさんのみならず、教職課程履修生（中等国語）の新聞を活用した単元構想に対する意識の高まりが感じられた。　（四）事後レポートの記述から　Ｎ・Ｔさんは事後レポートに、新聞を活用した単元構想について、
次のように記している。
　



























のは、容易に見つからなかった」と学習材の準備のむず しさについて言及している。 新聞を活用した単元を構想した経験に基づ Ｎ・Ｔさん 記述には、 構想力を育成していくうえで大切なポイントとなる、目標達成にふさわしい学習材の準備 重要性について、認識が深まっ いったことが表れている。　
主体的な学習を実現し、設定した目標を達成するためには、学習
材を生かして豊かな言語活動を組織することが求められる。新聞を活用した単元構想は、豊かな言語活動を組織するうえで、大き 可能性をもっている。Ｎ・Ｔさん そこ 着目 て新聞を活用した単元構想に取り組んでいる。　
Ｎ・Ｔさんは、 「記事の内容を重視して読み取らせるのか、表現
は表現でもどんな表現や言葉 外国人には分かり くいのか、アウトラインもしっかり示 てやれば良かった。それが明快でないために、どんな言葉を れくらいまで書き出し、どれくらいの記事 す















て、認識を深めている。ここには、新聞を活用した単元構想に取り組むことが、単元構想力を育成するうえで有効であることが実証され いると考える。　「アクティブ・ラーニング」が注目されている現在、新聞を活用した学習指導は大きな可能性を持っている。ことばの力を育て、主体的に学習に取り組む態度 育んで くためには、教師の単元構想力の育成が不可欠である。養成段階の教職課程において単元構想力を育成していこうとするとき、Ｎ・Ｔさんのように、新聞を活用した単元を構想することは大きな意味を持つ。　Ｎ・Ｔさんは、 事後レポートの終わりに 「今日の学びを生かしつつ、

























































」 『大村はま 「国語教室」 の創造性』 溪水社
橋本暢夫（二〇〇一） 『大村はま国語教室に学ぶ
︱
新しい創造のた
めに』溪水社
橋本暢夫（二〇一三） 『 「大村はま国語教室
　
全
15巻
　
別巻１」巻別
内容総覧』溪水社
（いぎ
　
ひろし＝本学
　
文学部
　
日本語日本文学科）
キーワード＝教職課程、アクティブ・ラーニング、大村はま、ＮＩＥ
